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   A 60-year-old woman was admitted to our clinic with the chief complaint of high fever. Anti-
biotic therapy had produced no improvement in another hospital and she was referred to our hos-
pital for further examination and treatment. Intravenous pyelography showed left non visualized 
kidney and a stone shadow in left ureter. Computed tomography showed a cystic lesion,  9  x  9  x  8 
cm, in the upper pole of the left kidney. We punctured and drained 400 cc of turbid yellowish 
fluid by a transcutaneous route. The nephrostogram clearly showed a communication with infundib-
ulum. A diagnosis of infected caliceal diverticulum was made. Further examination demonstrated 
no function of left kidney and we performed nephrectomy. She has reported no symptoms for 6 
months after the operation. 
                                                   (Acta Urol. Jpn. 38: 703-706, 1992) 


















即 日入 院 とな った.
入 院 時 現症:身 長151cm,体 重61kg,」fn圧1341
78.体格 栄 養 中 等 度.左 腎 部に 叩 打 痛 を認 め る以 外,
胸 腹 部 お よび外 陰 部 に理 学 的 異 常 所 見 を認 め な い.
入 院 時検 査 成 績:末 棺 血液 像rWBC76×102/mm3
RBC371×104/mm3,HblL29/dl,Ht33,4%,Pla-
te37,5×104/mm3.






上 皮(一).尿 細 胞 診:classII.
X線 学的 検 査:IVPで 左腎 は 描 出み られ ず,第4
腰 椎 左 側 に26×15mm大 の結 石 様 陰 影 を認 めた.腎
部CTで は 左 腎 上 極 に9×9×8cm大 の 嚢 胞 状 の
lowdensityareaを認 め(Fig.1),下方 の 腎 実 質は


































を疑い,同 日,透視下 にて腎痩造設術を施行.そ の
際,腎 痩カテーテルより,約400ccの混濁した内容












































腎 杯 憩 室 は 工841年Rayer3)がkysteurinareと初
めて 記 載 して 以 来,そ の概 念 が提 唱 され 始 め た疾 患 で
あ る.1941年PratherDが,小腎 杯 の 末 梢 に 位置 し,
腎 杯 と細 い 交 通 を 有 し,内 面 を移 行上 皮 で 覆 わ れ た嚢
胞状 空 洞 を,calicealdiverticulumと命 名 した.そ
の後Wu[fsohn2)やMiddletonら4)は,憩 室 が 腎杯
ば か りで な く腎 孟 と交通 を もつ も の もあ る とい う理 由
で 腎 孟 ・腎 杯 憩 室 とい う 名称 を提 唱 し て い る,さ ら
に,Wulfsohn2)は,過去 の 報告 例 を集 計 し,Table
lに 示 す ご と く,1)小 腎 杯 あ るい は 腎杯 狭部 と 交 通
し,腎 の 上 極 や 下極 に 存 在 す る憩 室(TypeI),2)腎孟
あ るい は 大腎 杯 と交 通 し,腎 の 中央 部 に存 在す る憩 室

























腎 杯 峡 部 と交 通 し て お り,Wulfsohnの分類 で は,
TypeIに 相 当す る と考 え られ た.
本 疾患 の定 義 に つ い て は い まだ 一 定 した もの が な い
が,堀 ら5)は,『腎 実 質 内 でcalyxまた はpeivisと狭
い交 通 路 を もつ 小 腔 で 内面 は移 行 上 皮 で 覆 わ れ,そ れ
自体 に 分 泌能 は な い が,尿 に満 た され て い る 腎 孟 腎 杯
系 の脱 出 した 状 態 で あ る.』 と定義 して い る,
成 因 につ いて は い まだ 明 らか に され て お らず,先 天
説 と後 天説 が あ り,Wulfsohn2)の提 唱す る 先 天 説
の シ ェーマ をFig.4に 示 す.彼 は,胎 生 期 に お け る
後 腎 か ら永 久 腎 へ の 発 生過 程 の 異 常 を 原 因 と して い
る.す なわ ち,発 生 の 途 上 で本 来 腎 杯 壁 に 吸 収 され る
べ き第3次 な い し第4次 の尿 管 芽 の分 岐 が 消 失 せず に
残 存 した も ので あ ろ う とい う説 で あ る.後 天 的要 因 と
して は,結 石,感 染,外 傷,ア カ ラシ ア等 が 考 え られ
い るが,い ず れ の説 も,本 疾 患 の病 態 を 充 分 に説 明す
るに は至 って い な い.自 験 例 では,尿 管 結 石 に よ り尿
路 が 閉 塞 され,backpressureによ り腎 孟 腎 杯系 の脆
弱 部,あ るい は,あ らか じめ存 在 した 腎 杯 憩 室 が 巨大
化 した もの で あ ろ う と推 察 した.
腎 杯 憩 室 はIVPに よ り偶 然 発見 ざ れ る こ と が多
く,そ の 頻 度 はIVP施 行 例 の成 人 でO.21～0.454・6)
%,小 児 で0.33劣6)とされ て い る。
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